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第５回熊本県議会高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録 

 

令和６年２月22日(木曜日) 

            午前９時59分開議 

            午前10時59分閉会 

                    

本日の会議に付した事件 

(1)高速交通体系について 

(2)熊本都市圏交通について 

(3)付託調査事件の閉会中の継続審査につい 

て 

                    

出 席 委 員(15人) 

        委 員 長 河 津 修 司 

        副委員長 中 村 亮 彦 

        委  員 前 川   收 

        委  員 藤 川 隆 夫 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 池 田 和 貴 

        委  員 髙 木 健 次 

        委  員 松 村 秀 逸 

        委  員 竹 﨑 和 虎 

        委  員 本 田 雄 三 

        委  員 南 部 隼 平 

        委  員 堤   泰 之 

        委  員 斎 藤 陽 子 

        委  員 杉 嶌 ミ カ 

        委  員 星 野 愛 斗 

欠 席 委 員(１人)         

委  員 増 永 慎一郎 

委員外議員(なし) 

                    

説明のため出席した者 

企画振興部 

         部 長 富 永 隼 行 

交通政策・統計局長 阪 本 清 貴 

交通政策課長 坂 本 弘 道 

交通政策課空港アク 

セス整備推進室長   松 村 浩 介 

土木部 

                 部 長 亀 崎 直 隆 

道路都市局長 宮 島 哲 哉 

道路整備課長 奥 山 和 弘 

都市計画課長 松 田 龍 朋 

警察本部 

交通部長 原 田 聖 哉 

交通規制課長 山 浦 隆 之 

                    

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 松 本 泰 明 

政務調査課主幹 近 藤 隆 志 

                 

午前９時59分開議 

○河津修司委員長 おはようございます。 

 ただいまから第５回高速交通ネットワーク

整備推進特別委員会を開催いたします。 

 本委員会は、インターネット中継が行われ

ます。委員並びに執行部におかれましては、

発言内容が聞き取りやすいように、発言の際

にはマイクを自分の口元にしっかり向けて、

明瞭に発言いただきますようお願いいたしま

す。 

 それでは、付託事件の審査に入ります。 

 まず、富永企画振興部長から総括説明をお

願いします。 

 

○富永企画振興部長 おはようございます。 

 委員会の開会に当たりまして、執行部を代

表して御挨拶を申し上げますとともに、本委

員会の付託案件の概要について御説明いたし

ます。 

 まず、高規格道路の整備につきまして、九

州中央自動車道の山都中島西インター―山都

通潤橋インター間が、今月11日に開通しまし

た。また、翌日の２月12日には、有明海沿岸

道路の荒尾道路において、中心杭打ち式が開

催されました。河津委員長はじめ、御臨席い

ただきました委員の皆様におかれましては、
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御多用の中、誠にありがとうございました。 

 さらに、中九州横断道路の熊本環状連絡道

路について、今月20日に、事業化に向けた都

市計画決定の手続が完了いたしました。 

 今後も引き続き、高規格道路の早期整備に

向けて取り組んでまいります。 

 次に、国際線の振興につきまして、チャイ

ナエアラインは、12月以降、週４便で運航し

ておりますが、今月27日からは、臨時便を１

便追加し、週５便の体制での運航となりま

す。また、この臨時便が、３月31日からは定

期便化することも決定しております。ＴＳＭ

Ｃの本格稼働を目前にして、航空路線が充実

することは大変喜ばしいことであり、今後

も、さらなる航空ネットワークの拡大に努め

てまいります。 

 次に、空港の施設整備につきまして、現

在、阿蘇くまもと空港では、第２期工事が行

われており、旧国際線ターミナルビルも完全

に撤去されました。熊本国際空港株式会社

は、先月、第２期エリアの名称をそらよかエ

リアに決定したことを公表し、エリア内の商

業棟、そらよかダイニングには、新たに４店

舗が順次オープンすることとなっており、ど

なたでも利用できる飲食店が充実いたしま

す。 

 今後も、熊本国際空港株式会社と連携し、

空港のさらなる利便性向上に努めてまいりま

す。 

 以上、概要を御説明いたしましたが、詳し

くは担当課長から説明を申し上げます。御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○河津修司委員長 それでは、事業概要等の

説明を求めた後、質疑を受けたいと思いま

す。 

 委員会の運営を効率的に行うため、説明

は、着座のまま、簡潔にお願いいたします。 

 では、執行部からの説明をお願いします。 

  

 

○奥山道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 お手元の本委員会の資料につきましては、

全体で64ページとなっており、変更した箇所

を中心に御説明いたします。 

 なお、変更部分につきましては、資料にア

ンダーラインを引いておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 それでは、資料の１ページをお願いしま

す。 

 左下の枠囲みの中の九州中央自動車道につ

いてですが、長年早期整備を要望してまいり

ました山都中島西インターチェンジから山都

通潤橋インターチェンジ間の10.4キロメート

ルが、今月11日に開通しました。そのため、

県内延長約42キロメートルのうち、供用済み

延長が23キロメートルとなっております。 

 最下段の米印ですが、本日現在の県内供用

延長は199.9キロメートル、供用率88.1％と

なっております。 

 資料の７ページをお願いいたします。 

 高規格幹線道路のうち、九州中央自動車道

について、現状の欄、１つ目の丸の３ポツ目

ですが、先ほど御説明しましたとおり、山都

通潤橋インターチェンジまでが開通しており

ます。 

 河津委員長はじめ委員の皆様には、開通式

に御出席いただき、ありがとうございまし

た。 

 13ページをお願いいたします。 

 地域高規格道路の中九州横断道路です。 

 現状の欄でございますが、14ページをお願

いいたします。 

 国に早期事業化を要望してまいりました熊

本環状連絡道路については、先月17日の熊本

県都市計画審議会の議を経て、今月20日に都

市計画決定いたしました。 

 18ページをお願いいたします。 

 有明海沿岸道路です。現状の欄をお願いし
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ます。 

 １つ目の丸の４ポツ目ですが、本年度事業

化された荒尾道路につきまして、今月12日

に、中心杭打ち式が開催されました。委員長

をはじめ委員会の皆様には、中心杭打ち式に

御出席いただき、ありがとうございました。 

 今後、工事着手に向けた本格的な測量や調

査が進められると国から伺っており、引き続

き、早期整備を訴えてまいります。 

 24ページをお願いいたします。 

 (3)建設促進活動です。各路線の要望活動

等を記載しております。 

 12月の本委員会以降の主な活動内容につい

て御説明いたします。 

 まず初めに、九州中央自動車道です。 

 １月26日に、九州中央３県議員連盟の総会

が開催されております。総会には、執行部も

同席させていただき、現状等について説明を

させていただきました。 

 26ページをお願いいたします。 

 続きまして、中九州横断道路です。 

 27ページの４行目、１月26日の九州中央３

県議員連盟の総会につきましては、九州中央

自動車道と同様となります。 

 ④の熊本天草幹線道路です。 

 １月25日に、期成会会長の天草市長ほか沿

線首長により、国土交通省及び県選出国会議

員に対し要望活動が行われております。 

 28ページをお願いいたします。 

 有明海沿岸道路です。 

 ２月14日に、有明海沿岸インフラ整備３県

議員連絡会議により、九州地方整備局に対

し、要望活動が行われております。 

 30ページをお願いいたします。 

 道路整備によるストック効果のＰＲ活動で

ございます。 

 右側、一覧表下段の部分でございますが、

２月15日から２月29日にかけて、県庁の展示

ブースにおいて、ＰＲ活動を行っておりま

す。 

 以上が建設促進活動となります。 

 引き続き、県内の高速交通ネットワーク整

備の必要性をしっかりと国に訴えてまいりま

す。 

 今後も、委員の皆様のお力添えをいただき

ながら、予算の獲得、各路線の整備推進に向

け取り組んでまいりますので、引き続きよろ

しくお願いいたします。 

 道路整備課は以上でございます。 

 

○坂本交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 資料は31ページからでございます。 

 航空路線の利用促進について、恐れ入りま

す、おめくりいただき、32ページをお願いい

たします。 

 上段の参考－２の表で、今年１月までの月

別の旅客数を記載しております。 

 まず、上段の国内線につきましては、これ

まで、おおむね月平均25万人程度の乗客数で

推移をしております。また、国際線につきま

しては、ソウル線、台北線、香港線の３路線

が順次就航しており、12月以降は、おおむね

月平均２万7,000人程度で推移をしておりま

す。 

 このペースでいきますと、平成30年度が過

去最高で20万6,000人でありましたが、その

数字は何とかクリアすることができるのでは

ないかと見込んでおります。 

 続きまして、33ページをお願いいたしま

す。 

 国内線の利用率等の状況を記載しておりま

す。 

 現在、８路線、１日40便就航になっており

ますが、本年度、本年１月までの状況といた

しまして、おおむね全体でコロナ前の95％程

度という状況でございます。 

 表の左側の１の欄に１月までの利用率を記

載しておりますが、一番下の合計欄、全体で

約69％となっております。 
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 ちなみに、東京、大阪などの主要路線につ

きましては、ほぼコロナ前の搭乗率と同じぐ

らいの数字に回復をしている状況でございま

す。 

 続きまして、34ページをお願いいたしま

す。 

 国内線の今後の取組について、アンダーラ

インを引かせていただいております。静岡線

について、ＦＤＡの経営立て直しの一環とし

て、今年の１月９日から冬期運休となってお

りますが、ゴールデンウイークの期間、それ

からお盆の期間については運航するというこ

とで決定をしております。 

 最下段のチャーター便の取組について、申

し訳ございません、資料には記載しておりま

せんが、直近、２月の８日と11日に、エアド

ゥ社による札幌千歳便のチャーター便を運航

いたしました。熊本発はほぼ満席、全体で約

75％ということで、まずまずの数字を収める

ことができました。 

 引き続き、実績を重ねながら、定期便への

道を探っていきたいと考えております。 

 続きまして、35ページをお願いいたしま

す。 

 国際線の振興でございます。 

 36ページに、恐れ入ります、表がございま

すので、こちらの方で総括的に御説明をさせ

ていただきます。 

 参考－１の表で、まず、韓国ソウル線につ

きましては、現在ティーウェイ航空が毎日デ

イリー運航を実施しております。搭乗率につ

きましては、現在もおおむね８割前後という

高い数字を維持できております。 

 続きまして、中段の台湾台北線につきまし

ては、スターラックス航空がデイリー運航、

チャイナエアラインが月、木、金、日の週４

便でございます。先ほど部長の御挨拶にもあ

りましたが、さらに、火曜日について、今月

27日から臨時便、３月末からは正式な増便と

して週５便で運航をいただけることが決定を

しております。こちらも搭乗率は８割前後で

現在好調を維持している状況でございます。 

 続きまして、香港線につきましては、香港

航空が火、木、土、そして香港エクスプレス

が水、金、日、それぞれ週３便ずつ、合わせ

て月曜日を除く週６便で運航がされていま

す。搭乗率につきましては、フルキャリアの

香港航空が７割から８割程度、ＬＣＣの香港

エクスプレスが８割から９割という水準を維

持できております。 

 高雄線について、現在運休中でございます

が、復便に向けてアプローチを継続しており

ます。直近では、今週の高雄市のランタンフ

ェスティバルに合わせまして、観光と交通の

合同で高雄市を訪問して誘致活動を行ってお

ります。 

 ページ飛びまして39ページをお願いいたし

ます。 

 航空物流機能の状況について、下段の今後

の取組といたしまして、12月補正予算で計上

させていただきました国際貨物用の上屋につ

きまして、整備主体である熊本国際空港株式

会社との協議、調整を急いでおりまして、Ｊ

ＡＳＭ生産開始前の本年秋までには整備を行

うことを目指している状況でございます。 

 続きまして、41ページをお願いいたしま

す。 

 空港の施設整備等について、下段のほうに

アンダーラインを引いておりましたが、先ほ

ど部長挨拶でもありましたように、新ターミ

ナルビル東側の広場、それから商業棟エリア

など、第２期オープンエリアの名称、そらよ

かエリアに決定したことが先日公表されまし

た。 

 商業棟のそらよかダイニングには、本格的

なタピオカと台湾まぜそばの提供店、あるい

は西日本初出店となるハンバーグ提供店な

ど、４店舗の飲食店が今年の春以降順次オー

プンすることが予定されております。 

 県といたしましては、その他の店舗につき
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ましても、できるだけ早期に出店が実現し、

空港の利便性が向上するよう、熊本国際空港

株式会社に働きかけてまいります。 

 なお、公共交通機関の利用促進につきまし

ては、前回資料と変更ございませんので、説

明は、恐れ入ります、省略させていただきま

す。 

 交通政策課は以上でございます。 

 

○松村空港アクセス整備推進室長 交通政策

課空港アクセス整備推進室でございます。 

 資料46ページをお願いいたします。 

 (3)空港アクセスの改善について御説明い

たします。 

 47ページの主な取組みの経過でございま

す。 

 ４つ目の丸ですが、環境アセスメントに関

する取組といたしまして、先月17日に、熊本

県環境影響評価審査会におきまして、手続の

最初の段階となります配慮書について御審議

いただいたところでございます。 

 審査会におきましては、生態系や地下水等

への影響に留意することなどを求める意見が

あっており、今後、これらを基に、知事意見

が取りまとめられる予定となってございま

す。 

 次に、５つ目の丸、県民の理解を深めるた

めの各種広報活動の実施についてです。 

 ４つ目、５つ目のポツでございますけれど

も、これまで実施してまいりました取組に加

えて、今年１月には、ＪＲ熊本駅、熊本市中

心部の大型街頭ビジョンにおきまして、広報

動画の上映や列車内でのポスター掲出を実施

したところでございます。 

 引き続き、肥後大津ルートの事業化に向

け、必要な取組を着実に進めてまいりたいと

考えております。 

 空港アクセス整備推進室は以上です。 

 

○松田都市計画課長 都市計画課です。 

 54ページをお願いいたします。 

 熊本都市圏総合都市交通体系調査について

説明いたします。 

 上から２つ目の丸でございますが、10月か

ら11月にかけて、熊本都市圏の５市６町１村

の約50万世帯を対象にパーソントリップ調査

を実施し、現在、調査票の集計作業を進めて

いるところでございます。 

 回収率は、目標とする25％を大きく上回る

票数を、約35％となっており、これは、前回

調査、平成24年度になりますが、これと比較

しても遜色なく、直近のほかの都市圏調査と

比べても高い数字となっております。 

 今後は、年度内に、得られたデータを基に

した都市圏の交通現況の把握を行ってまいり

ます。 

 都市計画課の説明は以上でございます。 

 

○河津修司委員長 以上で執行部からの説明

が終わりましたので、質疑に入ります。 

 何かありませんか。 

 

○前川收委員 14ページの中九州横断道路の

熊本北―下硯川間の熊本環状連絡道路につい

てでありますけれども、先ほどの御報告のよ

うに、本年２月20日に都市計画が決定したと

いうお話でありました。非常に急ピッチに事

業を進めていただいていることに敬意を表し

たいというふうに思います。 

 都市計画決定以降のスケジュールが、この

後どうなっていくのか。都市計画が決定しま

したから、実施設計等、それから実施設計が

進められれば、もう用地買収に入っていくの

かなというふうに思いますが、この後の環状

連絡道路のスケジュールを教えていただきた

いというふうに思います。 

 といいますのは、中九州横断道路、とりわ

けＴＳＭＣ絡みで考えていくと、環状道路に

アクセスしないと、なかなかその効果が出な

いということ。それはもう私だけじゃなく
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て、皆さん御承知のとおりでありますから、

ここが非常に肝の部分で、そこが今後どうな

るかというのがとても大切な部分だというふ

うに思いますので、ぜひその後のスケジュー

ル感を教えていただければありがたいという

ふうに思います。 

 それともう１つ。都市計画課長。パーソン

トリップ、10年ごとにやっていただくという

話で、54ページですね。回収率もよくて、10

年ごとのパーソントリップということであり

ます。もちろんしっかりと現状についての把

握をしていくということは大事ですけれど

も、10年前のパーソントリップの結果がどう

反映されていきながら、10年がＰＤＣＡサイ

クルの中で回ってないような気がして仕方な

いんですね。途中で止まってる。回り切れて

ない。つまり、ドゥーがいかないですね。プ

ランはできてもドゥーができてない。だか

ら、ドゥーができてないままで次の調査、次

の調査というのが10年サイクルであればそう

なっていく。もちろんパーソントリップをや

っていったほうがいいに決まってますけれど

も、その辺はどうお考えなのか。 

 つまり、ハードのほうでやろうとすれば、

それは当然10年サイクルで完結することが難

しいことはよく分かってますが、これは３回

回せば30年たっているわけですね。30年ぐら

いではやっぱり何とか完結しとかないといけ

ないし、30年前から、そのパーソントリップ

の結果をどう反映されてきたのかなというの

が、ハード整備の部分では、少し見えにくい

なというふうには思ってます。 

 それから、ハード以外の、ソフトの部分で

の渋滞対策、これも大切な部分だろうと思い

ますが、そちらのほうはかなり反映されてい

るのかなと思いますので、10年前のパーソン

トリップの結果をもって、今どういう取組が

なされていて、今度のパーソントリップの調

査結果に対しては、その行ったことがどう反

映されているかということが、まだこれは回

収した後ですぐは見えてないとは思いますけ

れども、分かる限りで御説明いただければと

思います。 

 

○奥山道路整備課長 まず１点目の熊本環状

連絡道路についてでございますけれども、都

市計画決定手続きが終わり、国による新規事

業化を待っているという状況でございます。 

事業化された後は、設計が進められ、用地

のラインが出て、用地買収、それから工事と

いうことになろうかと思います。 

 今、国では、大津熊本道路が事業化され

て、それが熊本環状連絡道路によって熊本西

環状道路まで繋がることで、非常に大きな役

割を果たす区間でございます。 

我々も、早期事業化の要望を重ねてきてお

ります。工事着手まで早く進むように、引き

続き、国のほうに働きかけていきたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

 

○松田都市計画課長 都市計画課です。 

 まず、１点目の今の熊本環状連絡道路につ

いての手続面での補足説明をさせていただき

ます。 

 現在都市計画決定しておりますが、あくま

で概略設計での都市計画決定になっておりま

す。いわゆる道路の上幅での都市計画決定で

ございますが、今御説明があったように、今

後、事業化されて、詳細設計をされます。そ

うすると、細かな構造物の図面が出来上がり

ますので、それに合わせて、今度は都市計画

の変更をされます。連絡道路は熊本市域にご

ざいますので、決定権者は熊本市になります

が、今後、変更手続の中で、同じように住民

説明会をやられて、いろんな意見を賜りなが

ら、都市計画の変更手続をされると。それ

で、その後、用地買収等の実際の手続に入っ

ていくということになります。 

 それから、２点目のパーソントリップ調査
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でございますが、今年度まででパーソントリ

ップ調査票の集計を行い、現況の分析をやり

ます。来年度、再来年度、令和７年度に向け

て、マスタープランの策定をするわけでござ

いますが、その次のステップとして、都市交

通戦略、いわゆる実行計画を策定してまいり

ます。これは、事業主体がいつまでに、どこ

をやるかという明確な実行計画になってござ

いまして、前回のパーソントリップ調査に基

づいた都市交通マスタープランにおいても、

この都市交通戦略を策定しております。 

 この都市交通戦略は、毎年、進捗状況を、

それぞれの実施主体から確認し、公表してお

ります。それがチェックの部分ですが、それ

を定期的に見直して、しっかりと進捗が図ら

れているかどうかを確認しながら見直しを行

う作業をやっております。 

 各事業主体、それぞれ予算面でのいろんな

制約がございますので、当初思ったとおりに

進んでない、あるいは、いろんな声を受けて

進んでいるというところもございますので、

定期的に見直しながら進めているところでご

ざいます。 

 それから、パーソントリップ調査の結果の

活用でございますが、これは、調査をやって

すぐ全ての交通計画に当てはめて作業するの

もありますが、その都度、細かな改良、交差

点改良、あるいはバイパスを造ったり、そう

いった際も、このパーソントリップ調査の結

果を生かしながら、将来交通予測をやって道

路計画を立てるというふうに、しっかり活用

をされているところでございます。 

 いずれにしましても、今回つくる都市交通

マスタープラン、そして都市交通戦略におい

ても、しっかりと現場のほうで進められるよ

うに、各事業者間で調整を図りながら、効果

的に実行していきたいというふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

 

○前川收委員 まず、14ページの中九州横断

道路の延伸の熊本環状連絡道路についてであ

りますが、中九州横断道路の地域と地域を結

ぶ地域高規格道路という役割とは別に、この

熊本環状道路がうまく繋がれば、熊本市内の

渋滞緩和に大きく寄与する部分だというふう

に思ってます。これが繋がることによって、

西回り道路とも北バイパスとも当然連結して

いくわけでありますから、ぜひそのことの重

要性も考えながら、この後は、例えば片側２

車線の４車線で、中九州の大津までは造ると

いう話がありますけれども、それを今度はこ

の環状道路ではどうするのか。まだ決定はし

てないかなと思いますけれども、２車、２車

の４車でいくのか。それから有料でいくの

か、無料でいくのか。その辺のところもしっ

かり議論をしていただきながら、時間という

のをしっかり意識してもらって、できれば大

津につながるときには一緒にここもつながる

というぐらいの時間的な部分をしっかり意識

を持って頑張ってもらえればというふうに思

っておりますので、よろしくお願いしたいと

思います。答弁は要りません。 

 それから、パーソントリップについても、

ずっと調査をしながら回していただけるんで

すけれども。例えば、10分・20分構想という

ものが大きな構想としてあって、これが多分

今考えている限りの中では、熊本市内の渋滞

緩和の一番大きな決め手となるようなハード

整備ということになるんだろうというふうに

思いますが、それがパーソントリップとどう

連携しながら動いているのかというのがよく

見えない。事業主体も、もちろんこれからの

話でありますが、こういった調査をしたか

ら、やっぱりこういう道路が必要ですよとい

う、さっきのＰＤＣＡの話のように回ってい

かなければいけないというふうに思ってます

が。すみません。もう１回――例えば10分・

20分構想と、そのパーソントリップ調査の相

関性というんですかね、その辺について説明
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していただければと思います。 

 

○松田都市計画課長 10分・20分構想につい

ては、既に今ある都市交通戦略のほうに位置

づけております。で、別途検討していくとい

うふうな位置づけでございます。 

 今回パーソントリップ調査をやることで、

前回よりも土地利用がいろんな面で進んでい

て、現実に近い形で交通量予測ができること

になります。 

 そこで、10分・20分構想が仮にできたとし

て、どういうふうに渋滞にうまく影響を与え

るのか、そういったものを客観的に分析する

ことになります。 

 いずれにしましても、都市交通マスタープ

ランにまた位置づけて、そういう細かな分析

をやって、今おっしゃったように、10分・20

分構想がどういうふうに渋滞に効果、働くか

ということを検証してまいります。 

 以上です。 

 

○前川收委員 しっかり調査をしながらやっ

ていっていただきたいとは思いますが、正直

に言うと、皆さんの調査の時間軸と、それか

ら実行していく時間軸があまりにも違い過

ぎ。実行できてないところでまた２回目調査

とかが、10年ごとに調査が回っていくけれど

も、実際に工事完成させる、こういう計画で

やりましょうというのが、完成できるのが、

あまりにも時間軸が違い過ぎているというの

が私の実感であります。もちろんそれはいろ

んな要因があって、簡単にできないというこ

とはよく分かっていますけれども、そのこと

の意識をしっかり持って、せっかく調査し

て、計画つくって、そしたらしっかりやって

いくということを、簡単にはいかないけれど

も、ぐるぐる調査は回りながら、実行はなか

なかできてないという、そんなイメージに見

えておりますので、ぜひ頑張ってください。

答弁要りません。ありがとうございます。 

 

○池田和貴委員 すみません、ちょっと関連

してお伺いします。 

 これは、制度の問題なんですけれども、先

ほど、都市計画の決定について御説明をいた

だきました。前川委員のほうからも、スピー

ド感を上げてやっていくことが大事だという

ことになりました。 

 そうすると、いわゆる予算面ですとか、あ

とは用地確保とかというのも併せて並行して

やっていかなきゃいけないということになる

んですね。ただ、設計ですとか、調査ですと

か、その辺は予算や技術的な内容というのが

あるんですが、用地の取得については、土地

の所有者の方から譲っていただかなきゃいけ

ないということで、我々の努力だけではどう

してもできないところがある。意見の相違が

あることも、それは考えられる。 

 そういうときに、制度上、収用という方法

もあるんだと思うんですね。通常の公共工事

の場合もありますし。あと、こういう都市計

画が決定された後の収用というのは、どうい

う形で考えていくのか。そういうこともちょ

っと想定をしておかないと、実際にやろうと

しても、用地を譲っていただけなくて、どう

してもそこだけ残ってしまうと、道路とする

と、機能を果たせないというのも十分考えら

れるので、そういったことも、改めて、先に

計画を立てるときに私は必要じゃないかとい

うふうに思っているんですが、その辺の制度

的なことはどうなっているのか、ちょっと教

えていただけますでしょうか。 

 

○松田都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 都市計画決定されると、都市計画上の事業

認可を得ることが可能になります。そうする

と、都市計画決定の幅を持って、土地収用法

が適用され、一般的な手続よりもかなりスピ

ーディーに進めることが可能になります。 
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 今のところ、そういうふうなスピーディー

な対応も可能とするために、熊本都市圏につ

いては、大体の道路においては都市計画決定

をまず経て、事業実施するというふうなこと

で取り組んでいるところでございます。 

 以上です。 

 

○池田和貴委員 分かりました。 

 そういうふうになっているということです

ね。はい。理解いたしました。ありがとうご

ざいます。 

 

○藤川隆夫委員 関連でもう１件。 

 熊本環状道路の件、先ほど説明ありまし

た。これは極めて大事な道路で、一刻も早く

造らなきゃいけないと思っているんですけれ

ども、この部分に関しまして、先ほどありま

したように、大部分が熊本市の部分になって

くるというふうに思っております。 

 熊本市でも都市計画審議会を行っておりま

して、その中でのさまざまな議論が行われて

いると思いますけれども、その部分がどうだ

ったのか。そして、県と市がここをきちっと

連携して、逆に言うと、県が市の尻をたたく

ぐらいの勢いでやらないと、なかなか前に進

まない部分があるというふうに考えておりま

すので、この県と市の連携の部分を含めて、

ちょっと教えていただければなと思います。 

 

○松田都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 熊本環状連絡道路においては、いわゆる熊

本都市圏の交通政策の中では２環状11放射の

環状道路に接続する部分ということで、これ

は、県も市も非常に重要な路線であるという

認識は持っております。 

 今回の熊本市の審議会においても、環状連

絡道路が西環状道路に続くということで、非

常にスピーディーに取り組むというふうな期

待を持って都市計画決定されているところで

ございます。 

 以上です。 

 

○松村秀逸委員 関連です。同じく下硯川間

の熊本環状連絡道路について、まずは都市計

画決定していただきまして、地元議員として

御礼申し上げます。ありがとうございます。 

 そして、今後、早期事業化に向けて進めて

いくということでございますけれども、大体

県としての見通しは、いつぐらいの事業化を

イメージされているのか、もし分かれば教え

ていただければと思います。 

 

○奥山道路整備課長 熊本環状連絡道路の事

業化につきましては、ずっとこれまで、早期

事業化の要望を重ねてきております。 

先ほど、上幅、下幅という話がございまし

たけれども、都市計画決定手続きが完了した

ということで、県としましては、来年度の事

業化を願っているところでございます。 

 

○松村秀逸委員 ありがとうございます。 

 大変重要な道路ということで皆さん方も御

理解されていますので、ぜひ、早期事業化に

向けて、よろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

 

○鎌田聡委員 すみません、47ページです

ね。 

 空港アクセス改善の取組ですけれども、現

在、環境影響評価の審査会で配慮書の審議を

されたということでございますけれども、住

民意見がその前に出されてきていると思いま

すが、結構、どのくらい、どのような意見が

出たんでしょうか。 

 

○松村空港アクセス整備推進室長 資料47ペ

ージの住民意見の受付でございますけれど

も、具体的には、１件の意見が寄せられてお

ります。意見の内容の詳細については、今
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後、その意見を踏まえた対応ということもご

ざいますので、概略といたしましては、鉄道

構造物を設置することによって、農地に対す

る日照被害のことを心配される御意見でござ

いました。こういった御意見も踏まえて、今

後の対応を検討してまいりたいと考えてござ

います。 

 以上でございます。 

 

○鎌田聡委員 まだ、これは……(｢１月16日

まで」と呼ぶ者あり)ですね。これからアセ

スのほうも、方法書とか、準備書とか、評価

書ということで、それぞれで段階が上がって

いくと思いますけれども、今現在では、概略

設計もまだなんですよね。だから、ルートも

確定していない中で、なかなか意見は、今後

具体化したら出てくると思いますけれども、

現在概略設計をやられていると思いますが、

これはどのくらいのスケジュールで、どうな

んですか。いつぐらいにこれは出てくるんで

すかね、ルートとかは。 

 

○松村空港アクセス整備推進室長 ルートの

検討に関しましては、昨年12月の方針決定以

降、事務的に進めておりまして、関係機関と

の協議等々も随時行ってございます。 

 ルートの線形をお示しする段階につきまし

ては、線形だけをお示しするということでは

ありません。事業費でありますとか、それに

伴う需要予測、さらには収支計画、こういっ

たものも含めて総合的にお示しすることが重

要であると考えているところでございます。 

 部分的な公表ということをいたしますと、

過度の不安感とか期待感とかを招きかねない

という心配もございますので、こういったも

のをそろえて、今のところ目標といたしまし

ては、令和６年度の末頃を一つのめどといた

しましてお示しできればと考えているところ

でございます。 

 以上でございます。 

 

○鎌田聡委員 じゃあ、６年度、来年度末を

めどにやられるということですけれども、あ

とは、その環境アセスの手続ですよ。これが

やっぱりある程度の、そういった、今概略設

計で進めてらっしゃるルートとかが出てこな

いと、なかなか意見も出しづらいと思います

ので、そこの取組も――僕は急げとは言いま

せんけれども、ゆっくりいいんですけれど

も、じっくりと。これから、やっぱり環境問

題に関しての――やっぱり地下水とか、先ほ

ど農地への影響、さまざまな影響が懸念され

ますから、そういったルートと併せて、そう

いった住民の意見を聴いていく場面というの

は、必ず説明会も含めて出てくると思います

から、その辺の手続をしっかりと取っていた

だきたいというふうに思います。そういった

ことを踏まえて、県民の納得性を、まずこの

事業を進めるに当たって、得られる手続を精

いっぱいやっていただきたいと思いますの

で、いろいろなことが決まれば、またこちら

からも、賛成か反対か分かりませんけれど

も、いろいろ懸念する事項もありますから、

しっかりと議論もしてまいりたいと思いま

す。ぜひ今後ともよろしくお願いしたいと思

います。 

 

○髙木健次委員 41ページ、空港の施設整

備、活性化に向けた取組について、坂本交通

政策課長にお尋ねしたいと思います。 

 第２期エリアに、今回名称を募集して、そ

らよかエリア、いい名前がついたと思いま

す。大変喜んでおりますが、この活性化に向

けた取組は、一つは、旅客機を利用する搭乗

客とともに、県民が、市民が、親しみを持っ

て空港に接してもらうという目的が非常に大

きくクローズアップされたと思うんですけれ

ども、このそらよかエリア、実は昨日、茶業

振興会の懇談会にちょっと私も出席したんで

すが、その席でもありました。また、県民の
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多くの方々から、空港へ行って、搭乗口に入

っていかないと、いろいろ良いレストランと

か、有名なところが来ていると聞いているけ

れども、ラーメンにしてもそうですよね。入

られないと、ゲートから。何か隔離されてい

るみたいで、非常に不満というか、その辺の

声をよく聞いたんですよね。 

 昨日、茶業振興会のところでもちょっと話

が出たんですけれども、その中に、今回、６

月１日から台湾まぜそばの提供とか、ハンバ

ーグ提供、これは岩手県のブランド肉を利用

した店舗が入るということですが、熊本県の

やっぱり農産物を提供して、熊本県の特徴と

か、農産物、そういうものを、一生懸命自分

たちは売りたいとか、食してもらいたいと

か、また、お土産に持って帰っていただきた

いという意見がたくさんあるけれども、そう

いうところがない。このそらよかエリアはよ

かったなと思いますけれども、このダイニン

グにあとどのくらいのスペースがあるのか。

そして、主としてやっぱり県の農産品を販売

とか、お土産にということの目的が非常に大

きなあれだろうと思うんですよね。この辺の

何か問題については、交通政策課長、何かい

いアイデアはありますか。非常に、今まで、

搭乗口のあのエリアにも入れない、食べたい

けれども、そういう人たちの不満もいっぱい

ありまして、昨日の茶業振興会だけの話じゃ

なくして、いろいろな、酪農家とか、農業関

係の方々たちの、非常に、不満というんじゃ

なくしても、希望がそういうところはたくさ

ん聞いておりますので、その辺についてはい

かがでしょうか。 

 

○坂本交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 今御指摘の、一言で言いますと、地域の方

に開かれた空港というコンセプトだと思いま

す。これにつきましては、空港運営会社のほ

うでも、申し訳ございません、昨年度来の制

限エリア内の話は聞こえておりました。この

第２期エリアの中で、商業棟の店舗というの

ももちろんですけれども、広場という形で、

ここはもう本当に、いろんなキッチンカーで

ありましたり、いろんな物産展等もできるス

ペースになるかと思いますので、そういった

部分の中でしっかり地元の方が活用できるよ

うな方法を考えていただくように、会社に対

しても、我々としても申し入れをしていきた

いと思います。 

 いずれにしましても、そういった声がこの

秋からなるべく聞こえなく、少なくなるよ

う、県としても精いっぱい調整をしていきた

いと思います。 

 以上です。 

 

○髙木健次委員 今お答えいただきました。

これから一生懸命そういうことに取り組んで

いくということですが、せっかくそらよかエ

リアの面積も非常に広くて、公園もある、子

供たちもいっぱい来れるんだろうと思います

ので、その辺に向けても、しっかりやっぱり

これは考えていかなければならないのかなと

いうふうに思っております。 

 ビジターセンターもありますよね。結構広

いエリアですから、いろいろな使い道がある

と思うんですけれども、特に、本当に今、熊

本県の農業も非常に課題が多く、酪農家なん

かもとても苦労してるんですよね。そういう

ことで、熊本の県産品をやっぱりこの空港で

販売できる、あるいは提供できるというとこ

ろをしっかり頭に置いて、この辺に取組をし

ていただきたいというふうに思いますので、

よろしくお願いしておきたいと思います。 

 以上です。 

 

○前川收委員 いいですか、関連で。 

 今髙木委員がおっしゃったこと、ごもっと

もなことで、ぜひ、県産品を扱ってくれる県

内の事業者が、この中で開業していただくと
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いうことを、県としてはぜひお願いしてもら

いたいと思いますし、会社の運営方針ですか

ね、設置方針というものの中でも、そういっ

たものの位置づけをつくってもらうと県民も

とてもありがたいし、安心できるんじゃない

かと思います。 

 ただ、搭乗エリアの中で見ると、ほとんど

県内の事業者が、食堂等々も出していただい

ているから、それはそれでありがたいし、会

社はそのことを望んでるんだろうというふう

には思いますけれども、ちょっと聞いた話で

は、なかなか県内事業者の方は、人が集まら

ないとか、そういった、やりたいけどやれな

いというような条件もあるみたいで、テナン

ト料もかなり高額になってるんだろうという

ふうに思います。そういったところはぜひ、

今のお話のように、県内の事業者の方が県産

品を使って食を提供するという趣旨から考え

れば、少し県でお手伝いできるようなことも

考えてもらえればありがたいなと思っており

ます。いかがでしょう。 

 

○富永企画振興部長 やはり、今お二人の委

員から御指摘がありましたとおり、県産品を

しっかり作って、熊本の農林畜水産業を盛り

上げていく、これに空港も貢献できるような

取組をしっかりやっていきたいというふうに

考えています。 

 そして、やはり、まさに空港の待合エリア

に入った中のエリアでは、今でもいろんな県

産品、あか牛でありますとか、天草の魚と

か、阿蘇のミルクとか、いろんなものが売っ

てあるところですけれども、やはり、御指摘

がありましたとおり、いろんな値段のほうが

若干高いというところも多分あろうかと思い

ますので、そういったところも含めて、県民

の皆さんにも楽しんでいただく、そして、熊

本を訪れる国内外の皆さんにも楽しんでいた

だくような空港を、総合的に、しっかりいろ

んなエリアを生かしてつくっていきたいとい

うふうに考えています。 

 

○河津修司委員長 ほかにございませんか。 

 

○藤川隆夫委員 国際線の関係で。 

 極めて、すべての路線で堅調に推移してい

るというふうに聞いておりますけれども、大

部分は恐らく観光なのかなと考えておりま

す。ただ、観光になってくると、途中でどこ

かで飽きられてしまって搭乗率が下がる可能

性があるので、逆にいうと、リピーターを増

やす努力というのは当然やらなきゃいけな

い。また、アウトバウンドをどうするかとい

う話が毎回出てきているというふうに考えて

おりますけれども、その両方に関して、これ

をそのまま堅調に維持していくための考え

方、施策を今考えているのであれば、ちょっ

と教えていただければと思います。 

 

○坂本交通政策課長 今御指摘いただいた、

今は堅調だというところは、我々としても常

に、正直危機感を持って対応しております。

半年後どうなのか、１年後どうなのか、そう

いった意味で、今、委員がおっしゃるよう

に、底堅い需要という意味では、当然、イン

のリピーターもそうですけども、それと大事

なのは、やはりアウトをしっかりと――アウ

トがインに比べて、爆発的にその割合という

のはないんですけれども。やはり、これは台

湾のいろんな方からも聞いておりまして、台

湾を知ってもらいたい、そして、熊本の人に

台湾を好きになってもらいたいという御意見

が多うございますので、今非常にそこの現地

の魅力を紹介するプロモーションというのを

昨年秋からしっかりやっております。これに

つきましては、ぜひ我々としては、来年度も

継続して取り組んで、もしインが多少落ち込

んだとしても、そこが、その路線の維持その

ものにつながるような動きにならないよう

に、しっかりとしたアウトバウンドの需要喚
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起を継続して続けていきたいと思っておりま

す。 

 以上でございます。 

 

○藤川隆夫委員 どちらにしろ、今言ったよ

うな形で、アウトもインもそれなりのものが

乗っていってもらわなければ維持できないわ

けであって、やっぱりさまざまな工夫も当然

これからもやっていかなきゃいけない。 

 その中で、台湾線に関しては、これから

先、ビジネス客が増えてくれば、ある程度安

定的なものになってくるというように考えて

おります。ただ、よそのところに関しては、

そう簡単にはいかないと思いますので、しっ

かり考えながら、ぜひインもアウトも対応で

きるような形でやっていただければと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

 

○池田和貴委員 すみません、ちょっと関連

してなんですけれども、熊本は、ＴＳＭＣ、

ＪＡＳＭが第２工場まで造るということにな

って、今第１工場を造るときの経済効果が、

肥後銀行の子会社のほうで試算されたら、10

年間で約７兆円。これは第２工場の分は入っ

てませんので、まだまだ広がってくると思う

んですね。それで、いわゆる国の安全保障の

地域として指定されて、ものすごく半導体の

ことで、経済的な需要が大きく増える、環境

が大きく変わったというふうにしたときに、

やはりその航空路線も、台湾便が一生懸命や

ってたときに、本当に臨時便を飛ばすのも大

変だったのが、もう今は週13便も来るように

なったっていうぐらい、やっぱり環境は変わ

ったわけですよね。そう考えたときに、東京

と熊本と、熊本と台北、これ、距離的に変わ

らないんですよね。時間的にも変わりませ

ん。そう考えると、航空路線をどうやって誘

致していこうかとか、そういった考え方も変

わってもおかしくないのかなと思うところが

あるんですよね。 

 去年９月のときに、日本人の方の海外へ行

くとかということを考えると、関西国際空港

との便は必要なんじゃないかみたいな話もし

たんですけれども、それも台湾との環境を考

えてみると、ただ単純にそういう日本の中か

ら見ただけで関西とどうかということではな

くて、いわゆる台湾の国際便をどう使って海

外に行くとか。例えば、今は韓国・ソウルと

のやつを使って海外へ行くとか、また、そう

いったところに来た人たちをどうこっちに連

れてくるとか。やっぱりそういうふうに、今

までなかった分、新しく増えたらちょっと考

え方も変えなきゃいけないのかなと思ったり

するんですけれども、そういうのって、皆さ

ん方の中で議論になってるのか、その辺、ち

ょっと教えていただければと思います。 

 そうしたときに、例えば、空港のキャパと

して今はこれだけありますけれども、九州で

いくと、福岡はもうほとんど新しい路線は入

れないぐらいの状況ですから、そうすると、

どこかが増やさなきゃいけない部分を代替す

るとしたときに、熊本としてどう考えるのか

とか、その辺がどういう議論になっているの

か、ちょっとその辺を教えてもらえればと思

います。 

 

○坂本交通政策課長 今、委員が御指摘いた

だいた件につきましては、我々、チャイナエ

アラインとこれまでいろんなトップセールス

も含めてやっていく中で、チャイナエアライ

ン社からも、例えば桃園を経由したトランジ

ットハブ的な使い方というのもあるのではな

いかというアドバイスをいただいたりもして

おりました。 

 その頃は、我々も、そういう考え方もある

んだなと思っておりましたが、もう現実に、

もう本当に、日に２便３便飛ぶかもしれない

というような状況の中では、やはり、我々と

して、そういった、それから先という部分も
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含めた戦略というのは、これは空港運営会社

とも考えていかなければならない。あるいは

その旅行社の方でも、実はそういった視点を

お持ちで、桃園、チャイナエアラインを使っ

ての、例えばアメリカだったり、そういった

ものが考えられないかというアイデア等、い

ろんな意見が出てきておりますので、まさに

おっしゃるような形で、熊本は確かに、まだ

スロット枠に余裕がございますので、そうい

った部分も生かした多角的な海外展開という

のは、空港運営会社と一緒に真剣に考えてい

きたいと思っております。 

 以上でございます。 

 

○池田和貴委員 ありがとうございます。 

 そういった意味では、やっぱりもう一回、

こういう新しい計画というか、そういったも

のを考える時期なのじゃないかと思います

し、空の交通政策ですね、何か機関をつくっ

たりとかして、そうやって考えることも検討

していただければいいんじゃないかと思いま

すので、よろしくお願いします。 

 

○河津修司委員長 ほかに質問はございませ

んか。 

 

○竹﨑和虎委員 39ページになるんですけれ

ども。航空物流機能に関してなんですが、先

ほど髙木先生、そして前川先生から、空港内

での県産の農林畜水産物、こういったものを

販売してはどうかというお話があったところ

なんですが、海外へ売り出すのも一つの大き

な課題だと思っている中で、先ほど御説明の

中で、秋までに上屋の整備をやっていくんだ

というお話がありました。そして、ここに記

載されている国際貨物輸送の実証事業を重ね

ていっているということでしたけれども、今

現在でどのような品目、商品を、どれぐらい

運んだりしたか。実績であったり、現況を教

えていただければと思うんですが。 

 

○坂本交通政策課長 国際貨物につきまして

は、ようやく熊本空港で、少しですけれど

も、おなかに積める程度の通関体制が整った

ということで実証をしております。 

 今年度、あるいは昨年度のチャーター便を

使った実証につきましては、主に半導体企業

に少しお願いして、運ぶ部分を実証の中でや

っていただいてるという、ちょっと僅かな量

を試験的にというのが現状ではございます。

今、かなりいろんなところから、航空会社も

そうですし、半導体だけではなくて、農産物

も含めた、そういった輸送というのを、航空

会社も、興味を示されているところでござい

ますので、まず上屋の部分、国際上屋、ある

程度のロットに耐え得る部分をしっかり造る

部分と、当然、これは農林水産部の政策とも

協議していかなければいけないんですけれど

も、農林水産物の輸出という部分について

も、特に香港線あたりはターゲットになると

考えておりますので、進めてまいりたいと思

います。 

 現状ではちょっと半導体を試験的にという

ところでございます。 

 以上です。 

 

○竹﨑和虎委員 この委員会で、台湾のほう

に視察でお邪魔したときも、その航空会社か

らも、熊本空港のほうのハードであったり、

ソフトであったり、整備をよろしくお願いし

たいと、いろんな考えはお持ちだということ

を伺っておりますので、ぜひとも、今後も空

港のほうの整備を進めていただきたいと思っ

ております。恐らく、今お話されたのは、カ

ーゴ便でやられてると思うんですよね。そう

いった中で、やはり、県内の、特に私が聞い

ているのは水産物を取り扱う方々が、ぜひお

試しで出したいんだというのがあるもんです

から、寄り添った形で、県としても進めてい

ただければと思っておりますので、よろしく
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お願いいたします。 

 要望です。 

 

○河津修司委員長 ほかに質問ございません

か。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり） 

○河津修司委員長 なければ、質疑はこれで

終了いたします。 

 次に、議題３、付託調査事件の閉会中の継

続審査についてお諮りします。 

 本委員会に付託の調査事件については、引

き続き審査する必要があると認められますの

で、本委員会を次期定例会まで継続する旨、

会議規則第82条の規定に基づき、議長に申し

出ることとしてよろしいでしょうか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○河津修司委員長 異議なしと認め、そのよ

うにいたします。 

 その他として何かありませんか。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり） 

○河津修司委員長 なければ、本日の委員会

はこれで閉会いたします。 

  午前10時59分閉会 

                    

○河津修司委員長 なお、執行部において、

亀崎土木部長が本年３月末をもって退職され

ます。一言御挨拶いただければと思っており

ますが、委員の皆様、よろしいでしょうか。

  （｢はい」と呼ぶ者あり） 

○河津修司委員長 それでは、亀崎土木部

長、お願いいたします。 

  （土木部長挨拶） 

○河津修司委員長 私のほうからも、本年度

最後の委員会でありますので、私からも一言

御挨拶申し上げます。 

 昨年の６月から中村副委員長の御協力を得

まして本委員会を進めてまいりましたが、委

員の皆様方には熱心に御審議いただきまし

て、感謝申し上げます。 

 また、富永部長、亀崎部長、原田部長をは

じめ、執行部の皆様方には円滑な委員会運営

に御協力いただき、厚くお礼を申し上げま

す。 

 本年度は、計４回の委員会審議を行い、大

変実のある論議、活動ができたのではないか

と思っております。特に、中九州横断道路や

熊本都市圏の新たな高規格道路の整備、そし

て、国内のみならず、国際航空路線の振興や

阿蘇くまもと空港の航空貨物物流機能の強

化、空港アクセス鉄道の整備につきまして

は、今後、本県の発展に欠かせない重要な課

題であり、県民の関心も非常に高いものとな

っております。 

 執行部におかれましては、今後も本委員会

の審議を踏まえていただきながら、着実に取

組を進めていただきますよう願っておりま

す。 

 最後に、各委員並びに執行部の皆様方のま

すますの御健勝、御活躍を祈念いたしまし

て、閉会に当たっての挨拶とさせていただき

ます。 

 続きまして、中村副委員長からも一言御挨

拶をお願いします。 

 

○中村亮彦副委員長 一言御挨拶を申し上げ

たいと思います。 

 この１年間、河津委員長とともに、副委員

長として１年間務めを果たしてまいりまし

た。ときには委員の皆様方の身勝手な意見に

も対応し、そして、この１年間円滑にこの委

員会を務めさせていただきましたこと、これ

は、委員の先生方はじめ、執行部の皆様方の

御協力のたまものだと、心から、ここに改め

て感謝申し上げたいと思います。 

 本県のこれからの交通ネットワークの整備

推進、それから、今日ここに御出席の皆様方

の御健勝を心から御祈念申し上げまして、御

挨拶とさせていただきます。ありがとうござ

いました。 
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○河津修司委員長 ありがとうございまし

た。 

 本日はこれで終了いたします。お疲れさま

でした。 

  午前11時５分 
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  高速交通ネットワーク整備推進特別委員
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